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国 内 政 治
挙国一致政府の内部対立と国際社会からの厳しい視線













展せず， ₈ 月 ₈ 日になってアブドゥッラー行政長官が選挙制度改革草案を公表し，




























































ンによる調整協議（ ₄ 者調整協議）が行われ，その第 1 回会議が 1 月11日にイスラ


























になった。続く ₈ 月14日には南部ザーブル州でターリバーンの第 ₃ 極といえる
「ダードゥッラー戦線」が旗揚げされ，ターリバーンの内部分裂は深刻化した。










































ドで開催されたクリケットのワールドカップ（The 2016 ICC World Twenty 20）にお



































































ており， ₅ 月 ₄ 日には国立リハビリテーションセンター「希望」が開設され依存
症対策への本格的取り組みも始まっている。
　経済が停滞し治安の悪化が深刻化するなか，商品価値の高い農産物として注目










　 1 月には ₄ 者調整協議が開催されるなど，ターリバーンとの和平交渉に向けて
図 1 　ケシ作付面積の変遷　1994〜2016年















































































難民の退去期限が2016年年末まで延長され，その後 ₉ 月 ₉ 日には2017年 ₃ 月末ま
で延長された。しかし，帰還者数は増加の一途をたどり， ₈ 月 ₅ 日に国連難民高
等弁務官事務所（UNHCR）は 1 日当たり500世帯が帰還していると発表した。
　 ₇ 月のワルシャワ NATO 首脳会議ではガニー大統領がパキスタン批判を行い，
両国の対立は首脳同士の非難の応酬にまで発展した。 ₇ 月14日には ISI がアフガ
ニスタン国内におけるテロ事件へ直接関与したことを示す機密文書がナビール元
NDS 長官から漏洩したことが明るみに出て，双方の情報機関への警戒感は最高










































対策での協力関係強化で合意した。 ₇ 月 ₃ 日には中国から初の軍事支援物資が
カーブルに到着している。 ₇ 月31日にはアフガニスタンのシャヒーム陸軍参謀長













る。 ₂ 月 ₇ 日にガニー大統領が大統領宮殿で姚敬中国大使と会談し，中国とアフ







る。年明け早々の 1 月 ₄ 日からアブドゥッラー行政長官は閣僚を含む代表団を率


















発協定草案が最終合意され， ₅ 月23日にテヘランで ₃ カ国首脳出席の下，開発協

























ており， ₄ 月 ₈ 日には攻撃用ヘリコプター供与に関して最終合意に至るとともに，
₈ 月にはアメリカがインドによる対アフガニスタン軍事支援の支持を表明してい


































1 月 3 日 ▼北部マザーリシャリーフのインド
総領事館が武装勢力により攻撃される。




























31日 ▼アブドゥッラー行政長官が ₅ 日間の
日程でインドを公式訪問。
2 月 1 日 ▼バグランの州都ポレ・ホムリーの
電力供給設備をターリバーンが攻撃。
4 日 ▼ アンダラービー国家安全保障局
（NDS）長官代理がイスラマバードでパキスタ
ン三軍統合情報局（ISI）アフタル長官と会談。















23日 ▼カーブルで第 ₄ 回 ₄ 者調整協議開催。
29日 ▼カンダハールでインド支援によるク
リケットスタジアム建設着工式を挙行。







































29日 ▼ 米国防総省が2015年10月 ₃ 日クン
ドゥズの病院誤爆事件に関する報告書を発表。
5 月 5 日 ▼アブドゥッラー行政長官が ₃ 日間
の予定でイラン公式訪問。





















6 月 4 日 ▼ヘラート州のサルマーダム完成。
6 日 ▼バダフシャーン州での鉱物資源不正
採掘と汚職に関する報告書が公表される。















7 月 6 日 ▼オバマ米大統領が駐留部隊勢力を
現状維持することを確約。














































































10月 3 日 ▼ターリバーンがクンドゥズに大規
模攻勢。




















































































　 1 　国家機構図（2017年 2 月末現在）
　 2 　内閣閣僚（2017年 ₂ 月10日現在）
大統領 Ashraf Ghani
行政長官 Abdullah Abdullah
第一副大統領 Abdul Rashid Dostum
第二副大統領 Mohammad Sarwar Danish
第一行政副長官
 Khyal Mohammad Mohammad Khan
第二行政副長官 Mohammad Mohaqiq
外務相 Salahuddin Rabbani
（注）　2004年 1 月 ₄ 日採択のアフガニスタン憲法に基づき作成，その後の推移により修正。
内務相 Taj Mohammad Jahid
国防相 Abdullah Khan Habibi
財務相 Eklil Ahmad Hakimi
教育相 Assadullah Hanif Balkhi
エネルギー･ 水問題相 Ali Ahmad Osmani
司法相 Abdul Basir Anwar
巡礼 ･ イスラーム担当相
 Faiz Mohammad Osmani
617
アフガニスタン
経済相 Abdul Sattar Murad
農村開発相 Nasir Ahmad Durrani
労働 ･ 社会問題 ･ 殉教者 ･ 障害者相
 Nasreen Owryakhel
薬物対策相 Salamat Azimi
文化情報相 Abdul Bari Jahani
鉱物相 Daud Shah Saba
農業相 Assadullah Zameer
商業 ･ 産業相 Humayoon Rasaw
公共事業相 Mahmoud Baligh
国境 ･ 部族問題担当相
 Mohammad Gulab Mangal
難民問題担当相 Seyed Hussain Alemi Balkhi
高等教育相 Farida Momand
保健相 Ferozuddin Feroz
住宅・都市開発相 Sayed Mansur Naderi
女性問題担当相 Dilbar Nazari
運輸 ･ 民間航空相 Muhamadullah Batash
通信・情報技術相 Abdul Razaq Wahidi
国家安全保障局長官
 Mohammed Masoom Stanekzai
国家安全保障評議会議長




　 3 　州知事（2017年 2 月10日現在）
ウルズガーン州 Mohammad Nazir Kharoti＊
カーピサー州  






ゴール州 Ghulam Naser Khaze
ザーブル州 Bismillah Afghanmal＊
サマンガン州 Mohammad Hashem Zari＊
サレポル州 Mohammad Zahir Wahdat＊
ジョウズジャーン州 Lutfullah Azizi＊
ダーイクンディ州 Masooma Muradi
タハール州 Mohammad Yasin Zia＊
ナンガルハール州 Saleem Khan Kunduzi
ニームルーズ州 Mohammad Samiullah
ヌーリスターン州 Hafiz Abdul Qayyum＊
バードギース州 Jamaluddin Ishaq＊
バーミヤーン州 Mohammad Tahir Zahir
パクティアー州 Zalmai Wesa＊
パクティカー州 Ilyas Wahdat＊
バグラン州 Abdul Sattar Bariz
バダフシャーン州 Ahmad Faisal Begzad＊
バルフ州 Atta Mohammad Noor
パルワン州 Mohammad Asim
パンジュシール州 Arif Sarwari
ファーリヤーブ州 Syed Anwar Sadat
ファラーフ州 Muhammad Asif Nang
ヘラート州 Mohammad Asif Rahimi
ヘルマンド州 Hayatullah Hayat＊
ホースト州 Hukam Khan Habibi
ラグマン州 Abdul Jabbar Naimi
ローガル州 Halim Fedayi
ワルダク州 Hayatullah Hayat








2012/13 2013/14 2014/15 2015/16
国 内 定 住 者 推 計 人 口（100万人） 25.500 26.023 26.556 27.101 
男 性 推 計 人 口（同上） 13.044 13.312 13.585 13.236 
女 性 推 計 人 口（同上） 12.456 12.711 12.970 13.865 
消 費 者 物 価 上 昇 率（％） 6.4 5.6 -0.7 3.8 
為替レート（ 1 ドル＝アフガニー）1） 51.58 56.42 57.37 63.80 
（注）　 1 ）為替レートはカーブル自由市場の年平均値。
（出所）　Central Statistics Organization, Afghanistan Statistical Yearbook 2015-16; CSO ウェブサイト。
　 2 　産業別国内総生産（実質価格）1） （単位：100万アフガニー）
2012/13 2013/14 2014/15 2015/162）
農 業 109,221 118,257 122,681 102,003
工 業 109,575 114,540 117,298 122,620
鉱 業 ・ 採 石 3,791 3,724 3,644 3,356
製 造 業 51,069 51,728 50,439 50,964
食 料 ・ 飲 料 ・ タ バ コ 47,334 47,883 48,230 48,941
建 設 業 54,526 58,869 62,990 68,077
サ ー ビ ス 業 231,155 246,017 251,463 254,727
国 内 総 生 産（GDP） 449,950 478,814 491,442 479,350
（注）　 1 ）2002/03年度を基準とした実質価格。 ₂ ）2015/16年度は一部推計値。
（出所）　表 1 に同じ。
　 3 　国家財政 （単位：100万アフガニー）
2011/12 2012/13 2013/14 2014/15 2015/16
支 出 総 額 255,259.7 265,320.7 348,244.0 456,312.3 434,278.0 
経 常 支 出 154,063.1 157,970.6 206,585.0 288,739.6 271,011.3 
開 発 支 出 101,196.6 107,350.1 141,659.0 167,572.7 163,266.7 
国 内 収 入 93,663.0 87,911.0 123,000.0 133,837.0 125,513.0 
税 収 78,766.0 72,101.0 92,001.0 105,144.0 93,990.3 
そ の 他 14,897.0 15,810.0 30,999.0 28,693.0 31,522.7 
国 際 支 援 165,604.4 150,426.9 215,005.1 300,169.2 300,209.7 
贈 与 161,596.7 146,754.8 212,168.1 297,408.9 296,560.6 
借 入 4,007.7 3,672.1 2,837.0 2,760.3 3,649.1 
（出所）　表 1 に同じ。
